











































































































































 四つ目は Contribute です。携わっている一つの分野全体の発展に寄与することが、最終
的に人類全体の今後をより良くしていくことにつながっていきます。地球市民意識的なも
のです。










 新しいカリキュラムで一番重要なのが、1年次必修の Academic Communication という科
目です。これは English for Academic Purposes（EAP）と、今日のお話のメインとなる、
内容と言語を統合する教え方である CLIL が柱となっています。それをベースに、2 年次か
ら 4 年次にかけて三つの科目群から選択します。選択科目の一つ目は Academic English
群で、経済学や心理学などの専門分野を英語を通して学びます。English for Specific 
Academic Purposes といっていいかもしれません。二つ目は、Professional English 群で、








りませんが、学生のニーズはあります。学生に調査をすると、TOEIC や TOFEL、IELTS など
の対策をして、かつ単位も欲しいという意見がたくさん出てきます。われわれは試験準備
講座を提供しますが、単位を与えることは考えていません。単位になるのは Academic 





現状、1年生、2 年生は週 2 コマずつ 8 単位を必修にしていますが、1年生は今までよりも






English 群、Academic English 群、Practical English 群の選択科目を大量に開講できる
ようになったのです。
 最終的に、われわれは英語カルテのようなものを作ろうと思っています。1～4 年次と履







 1 年次の目標は「英語で学び考える academic bilingualism の習得」で、Academic 
Communication I（EAP）と Academic Communication II（CLIL）を行います。春学期は週
に 90 分 2 コマで EAP を行い、そこで学んだ一般的なアカデミック・イングリッシュのスキ
ルを基に、秋学期からコンテントを使って科目を学びます。2～4 年次にかけては、Academic 
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 私はヨーロッパ生まれの CLIL という教育を日本の小学校から大学にまで普及させよう




















 その反対に位置するのが ESL（English as a second language）です。英語を第 2 言語
として使っている人たちが英語圏に身を置き、教室で身につけることが多いです。
Submersion、もっと分かりやすく言うと sink or swim の環境です。英語が使えなければ生
き残れない環境で、溺れてしまうか、頑張って泳いで生き残るかという原理です。



























8. CLIL の普及と問題 













 問題は、これが CLIL の良いところであり悪いところでもあるのですが、人によって何を
もって CLIL と言うかが違うことです。ある人は英語で行えば CLIL だと言うし、ある人は
もっと細かく決まっていると言います。私は CLIL の専門家に会うたびに必ず “What is 
CLIL to you?” と質問しています。すると、言語と教科を教える methodology（方法論）
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 2009 年にケンブリッジ大学出版局から出た『CLIL：Content and Language Integrated 
Learning』が CLIL のバイブルです。また、これから CLIL について学ぶのであれば、私が
書いた『CLIL（クリル）内容言語統合型学習：上智大学外国語教育の新たなる挑戦』の第
1巻、第 2 巻を読んでいただければ、原理的なことが書いてあります。
9. CLIL の「4 つの C」 
 CLIL はグローバリズムの「4 つの C」を有機的に統合しています。一つ目は Content（科
目）、二つ目は Communication（言語）、三つ目は、最も CLIL らしい Cognition（思考）で、
多角的に物事を捉える、きちんとした理由づけをもって発言するというものです。四つ目
の Community（Culture）（協学）は、協働学習や地球市民意識です。
 Communication において、CLIL を行う先生は、レッスン・プランの段階、教材を準備す
る段階、実際に教える段階でも常に三つのことを頭に置いています。一つ目は Language of 
learning（単元の言語）です。一つの単元を学ぼうと思ったときに絶対に落としてはいけ




なります。結論のときには、to conclude や、in conclusion などの表現も必要ですが、そ
ういう言葉を Language for learning という言い方をします。
 三つ目は Language through learning（偶発的・繰り返しの言語）です。繰り返しとい




 よく使われる有名な Bloom の Taxonomy という、思考力の 6段階モデルがありますが、そ
















10. CLIL の特徴 













上げた原則や「4 つの C」でパッケージ化しているのが CLIL です。
 CLIL はグローバル教育そのものといってもいいでしょう。CLIL は、アメリカの 21世紀
型スキル（思考の方法（Cognition）、働き方（Communication)、市民性（Community）、ICT




11. CLIL の成果 
 現在、埼玉県立和光国際高校 2 年生に週 3 時間 CLIL 授業を行って 4 年目になります。生
徒に「CLIL 授業は他の授業に比べて密度が濃いですか」「より考えていますか」「異文化理
解的なものが入っていますか」「国際問題が入っていますか」「内容の知識が付きましたか」




 CLIL で英語力がどれだけ付くのかという研究は世界的に行われていますが、CLIL は始ま
ってから日が浅いため、研究の層が薄いです。用語がつくられたのは 1994 年ですが、実際
にヨーロッパで広まりを見せたのは 2003 年以降なので、たかが 10 年です。教育評価はコ
ンテクストに依存するので、先生が違えば結果が変わる、生徒が違えば結果が変わるなど、
66
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 CLIL にはタイプがあり、ヨーロッパ型は Hard CLIL です。科目教育として行い、カリキ
ュラムに組み込まれていて定期的に行われる CLIL で、基本的に英語で授業を行います。
 日本型は Soft CLIL です。基本的に英語の先生が英語教育の中で行います。単発的に 1
時間することもあるでしょうし、授業の一部として行われることがあるかもしれませんし、
英語と日本語を混ぜているかもしれません。大学では Hard CLIL ができると思います。上
智大学の語学教育の中で行っていく CLIL は中間的なものになるのではないかと思います。








 日本語での CLIL に関する出版物には『CLIL：新しい発想の授業』という本もあります。
それから、大修館書店の『英語教育』の昨年 6月号で CLIL 特集が組まれ、実例や報告があ
り、情報源も書いてあるので、もし興味があれば見てください。
 それから、ウェブの INTERNATIONAL CLIL RESEARCH JOURNAL で、上智大学の他、高校、
小学校で具体的なデータを取り、英語で書かれた論文を収録した「日本特集」が組まれて
います。







した。そこで私は多くの生徒が英検 2 級を持っている高校の 1年生に対して、英語で授業
を行い、その後、先生たちに今話したことも含めて講演をしました。
 最終的に教えるのは熱の伝導についてですが、CLIL なので、最初にそもそも家電を英語
で何というかという話をします。エアコンは Air conditioner、ストーブは Gas heater、
ホットカーペットは electric carpet と普通の英語の授業のようなことを行い、それを分
類して考えることで CLIL 的になります。この段階では LOTS を使います。
 この授業の目的は三つの伝導なので、エアコンとホットカーペットなどを熱伝導
（conduction）、対流（convection）、ふく射（radiation）と分類し、それが Transfer of 
heat energy だと教えるのです。それを行った上で、テキストを生徒に読ませて、理解で
きたか確認するために、時には文法訳読もさせました。CLIL の Language of learning で
は、conduction と convection と radiation の三つだけはこの授業で絶対に身につけさせ
ないといけないので、語源的な説明をしたり、発音させたりして覚えさせます。
 その理解が定着したか確認するために、別の暖房器具を見せると、生徒はみんな答えら
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